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 小石川後楽園の梅まつり『梅香る庭園へ』が始まってい

ます。園内には、約９０本の紅梅・白梅の梅林があり、現

在、花数も日毎に増えています。 

 ３月３日(日)まで、週末を中心に催し物もございます(内

容など、詳しくはホームページやチラシなどで、ご案内中

です)。お友達やご家族とご一緒に、一足早い春の訪れを

感じてみてはいかがでしょうか？  

  

 さて、今回は３月３日(日)に開催の、箏(こと)の演奏会

についてご紹介します。 

●箏の演奏会「新春に寄せる箏(こと)の調べ」 

日時：３月３日(日) １１時３０分・１３時３０分 

内容：梅の香りが漂う松原にて、寺井結子氏による箏(こ

と)の演奏(各回約３０分)をお聴きください。雨天中止、当

日自由参加(入園料別途)です。 

 

  
 

 夕方も、だいぶ
陽が延びました。
でも、やはりまだ
日が落ちると急に
寒くなります。暖
かくして、お過ご
しください。 
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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

 好評発売中 

毎週土曜日 
１０時・１３時 

英語の庭園ガイドツ
アー(無料) 開催！ 
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ホームページ → 検索

「公園へ行こう！」
見てね！ 
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『梅香る庭園へ』 

開催期間：３月３日(日)まで 
９時～１７時(最終入園は１６時３０分) 

※今回、東門の開門はございません。 

涵徳亭についてのお知らせ 

 現在、建物内改装工事中の集会施設『涵徳亭(かんと

くてい)』は、2019 年 6 月 1 日より営業を再開できる

見込みになりました。 

 改装した『涵徳亭』を、多くのみなさまに知っていた

だきたく、「広間」は６～８月の３か月間、お休み処と

して、レストラン営業のみとさせていただきます。(９月

１日分より、貸出しを行います) 

 なお、９月 1 日分の窓口での事前予約受付は、通常通

り６か月前の３月１日、９時より(電話受付は 3 月 2 日、

9 時より)開始いたします。 

 本来、集会施設の事前予約は６か月前からの受付です

が改装工事に伴い、受付の出来なかった６月分につきま

しても、窓口受付は３月１日、９時より(電話受付は 3

月 2 日、9 時より)開始いたします。７～８月分の事前

予約開始時期とあわせ、詳しくは窓口職員にお尋ねくだ

さい。また、ホームページでも、ご案内をしております。 

 みなさまには、いま暫くお待ちいただけますよう、ご

協力をお願いいたします。 

  

 

 

早春の日本庭園を愛でる 

【 木五倍子(キブシ) 】 

※『梅香る庭園へ』の期間中、園路が狭いため、梅林エ

リアでは一脚・三脚など撮影機材のご使用、スケッチな

どはご遠慮ください。みなさまの、ご協力をお願いいた

します。(詳細は、園内の掲示、HP をご覧ください) 

 

 

 今回、「新春に寄せる箏の調べ」で演奏される

“箏(そう/こと)”は、奈良時代に中国から伝わっ

たともいわれる日本に古くからある和楽器です。 

 1946 年、日本では当用漢字が導入され、公文

書や新聞などで、難しい漢字の使用が制限されま

した。 

 その時、この“箏”の字も制限され、その代わ

りの文字として“琴(きん)”の字が使われました。 

 本来、“箏”と“琴”は、異なる楽器ですが、 

現在でも“箏”を紹介する時に“琴”の字を使う

こともあるようです。 

 早春の柔らかな光の中で、梅の香りとともに、

“箏”の澄んだ音色を聞きながら、優雅なひと時

をお過ごしください。 

。 

 

 

 早春の園内、“マンサク(満

作)”や、“サンシュユ(山茱

萸)”とともに、丸屋前で咲き

だす“キブシ”の花は、淡い

黄色の房状をしています。 

 漢字では“木五倍子”と書

いて“キブシ”と読みます。 

 花のあとにできる実が、タ

ンニンを多く含むことから、

「五倍子(フシ)」の代用とさ

れ、この名がついたといわれ

ます。 

 「フシ」とは、ウルシ属の 

 立春も過ぎ、暦の上ではすでに春！の、今日このごろ

です。まだまだ寒い日もありそうですが、園内にもなん

となく春の気配が漂い始めています。 

 梅林では、梅の木の下で“フクジュソウ(福寿草)”も

顔をだしています。よく晴れた日には、ピンと背筋を伸

ばすように大きく花弁を開き、曇った寒い日には、寒さ

から身を守るように固く花弁を閉じています。人間のよ

うな動きが、なんとも愛らしい感じです。 

 これからは、“ツバキ(椿)”の仲間たちや、“アセビ(馬

酔木)”、“ボケ(木瓜)”なども咲きだし、色味の少なか

った園内が、だんだんと華やかになります。2019 年、

春の始まる園内も、どうぞお楽しみくださいね。 

 今年も梅の開花状況を、ホームページやツイッターで

ご案内しています。また、お電話でもその日の状況をお

知らせいたしますので、お気軽にお問合せください。 

“ヌルデ(白膠木)”の葉にできる「虫こぶ」の一種の

ことで、インクや染料の原料として使用されます 

 この「フシ」の代用となるキブシの実、昔は陰干し

の後、粉にして、お歯黒(明治時代以前、主に既婚女性

の歯を黒く染めた化粧法)としても使われたそうです。 

 キブシは、花の姿がフジ(藤)に似ているところから、

“キフジ(黄藤)”の別名を持ちます。 

 また、キブシの幹の中には、太い「ずい(柔らかい海

綿状のもの)」があるため“ズイノキ”、さらに、この

「ずい」がスポンと抜けることから“スッポンノキ”、

「ずい」が、灯心(ランプや行灯(あんどん)などの芯)

の代用にもなることから“トウシンギ”などと、呼ぶ

地方もあるそうです。 

 昔から、日本人の身近にあり、役立ってきた“キブ

シ”の花、早春の可愛い姿をご覧ください。 

《梅林、昨年２月下旬の様子》 


